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も血清稀繹倍緻3倍以上に於て之を謹明せるもの13名なりき。喰菌作用と凝集反懸との關係をみるに注射後

抗騰の増加せるものに於ては一艘に喰菌作用の昂進せるを認めたり。喰菌作用は使用菌種に依りて異り，T％

菌を用ひたる場合に於てにH、go1菌を用ひたる場合に比し，注射前も注射後も喰菌され難きもVi抗膿を讃

明せるものに於ては喰菌力の覇進ぜるを認めたり。

邉  加 野 憲 正

 從來の腸チフxワクチンの注射によってはVi抗腱の帰帆がなv・。併しリンゲルワクチンはVi抗元を有っ

て居るので本撹瞠が産生される。人艦に於けるVi抗心が腸チフス菌の感染防禦に如何なる役劃を演ずるかは

不明であるが，腸チフスの恢復期には必ずVi幽幽が謹明されることから考察し，本抗騰産生はワクチンの効

果を判定する上に於て油球意味があるだら5と思ふ。

12．細菌鞭毛の實駿學的硯究（一駈鍍銀法匿依る）

                        藤田生物組織研究所

                              市川民慈子

 細菌肇の領域に於て鞭毛の楡出法が至難の業に厨する事は斯道に携はる渚の等しく嘆ずる所なり。親指細菌

鞭毛の強出法に2途あり。1は色素を以って染色し他は銀に依りて強出するにあり。前者はK：och以來L6田er

にその源を護し後養はZettnow一心の手法に倣ふ。爾者を比較するに色素法は到底鍍銀法を凌駕するの由な

く後者の判然たる黒色の銀効果は先つもって鞭毛詠出の王座を因むるに似たりQ然れども惜むらくはMediam

の汚染（Mittfarben）する事1こあり。屯し之のSt6rendebildたる銀の表面洗着を除く事を得ば將に鍍銀法の

最大効果を護話するものといふべし。演者は當研究所に於て細菌鞭毛の鍍銀法に手を染むる事久し。此庭に當

研究所濁特の一4ra鍍銀法を公表しひV・ては細菌鞭毛の實験面的成績を護表せんとす。抑々此の一新鍍銀法なる

ものは去年（昭称16年第8同東京女讐學會総會）の本學曾に於て叢表ぜし血球鍍銀法の根本原理と其の軌を

一つにぜるものにしで從來組織學者（叉は細菌學者）の慣用せる硝酸銀の軍純水様液に代ふるに，．ゲラチソを

加味せる膠質銀液を使用するにあり。特に細菌鞭毛の強出に當りては該細菌の培養時期或ひは釣菌手技特に媒

染液の効果等に重黙を置き稀薄タソニソ液中に生菌を落し，媒染液としてはZe七tnow氏一派のタンニン酸吐

酒石液を用ひ純酒精通遍法或ひは，アソモニヤゲラチソ銀の前庭置，ゲラチソ銀，ゲラチンヒドロヒノン液の

後庭置，ひV・てはカメレオン液を以てする減力法等に依り池心鮮明なる鞭毛鍍銀法の完成をみるを毎たり。演

者は煙雨冠頭一歩を進め細菌鞭毛の實瞼的研究に分野を進め生菌鞭毛に及録す各種の實瞼面的要約の効果に就

きて本研究を行ひしものなり。之が生物肇的論櫨の詳述は弛日を期し，今同は實験標本を供覧し以て同好の士

の御高詐を乞はんとするものなりo

i3．犬十濫指腸贔卵と犬糞便内好氣性菌の各種藥品に

  封ずる藪抗力の比較
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十こ二指腸最の生物學的方面に就きての研究は，無菌的に培養せられたる韻騰に就きて行はるべきなり。然る
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